
令和元年７月３０日（火）館林消防署北分署にて燃焼実験を行いました。 

消防士にとって火災防御の基本は火、空気、煙を抑制することが大切です。 

開口部ひとつの開閉によって、屋内に進入している隊員や逃げ遅れた要救助者の命

を危険にさらす可能性があります。 

どのような建物火災で、どこが燃えていて、どこの開口部を開けると火と煙がどうい

った動きをするのか、それらを検証することによって実際の建物火災が起きた時に、

火災防御活動に役立てるための実験を行いました。 
 

 
煙の状態の確認 

 
ロールオーバー現象 

 
煙の色や動き 

 
炎の動き 

 
炎の動き 

 
温度の確認 

 

火災燃焼実験を行いました 
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